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1 アンケート調査結果報告

1. 地域づくり小委員会のこれまでの流れ

2. アンケートの前提（地域づくり小委員会の目標）

3. アンケート調査について

4. アンケート調査の結果
5. アンケート調査結果のまとめ

①回答で示された取り組み案
②小委員会の性質等からの制約（事務局による整理）
③取り組み案から見えてきたニーズの抽出（事務局による整理）

今後の取り組み内容について2

1. 地域づくり小委員会の役割と今後の取り組みについて

2. 取り組み内容についての事務局提案

3. 提案の参考例

4. 今後の進め方のイメージ
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アンケート調査結果報告



地域づくり小委員会のこれまでの流れ
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第1回地域づくり小委員会開催（出席者38名）2016/1/27
• 「自然再生推進法」および「釧路湿原自然再生全体構想」について説明（事務局）
• 釧路湿原における10年間の自然再生事業の取り組みについて説明（事務局）
• 釧路管内の観光の現状について説明（事務局）
• 地域づくり小委員会の進め方について説明・・・「湿原と持続的に関われる社会づくり」に向けて、現在の「行為目標」「成果目標」の提示（事務
局）

• 自己紹介、意見交換

第2回地域づくり小委員会開催（出席者27名）2016/9/28
• 第1回小委員会のまとめの報告（事務局）
• 参加団体の取り組み状況の報告 ①釧路湿原散策ツアー（釧路観光コンベンション協会） ②地域づくり活動（タンチョウ保護研究グループ）
• アンケート結果の報告（事務局）
• 地域づくり小委員会の進め方について意見交換・・・ワーキンググループに分かれて作業という提案が出る

第3回地域づくり小委員会開催（出席者33名）2017/2/14
• ワークショップ実施
- 6グループに分かれ、「参加委員の活動内容の情報共有」（前半）、「小委員会で議論したい内容」（後半）について話し合う

第4回地域づくり小委員会開催（出席者25名）2018/2/13
• 地域づくり小委員会の目標の確認・・・第1回目と同じ内容（事務局）
• 第1〜3回地域づくり小委員会の開催概要の説明（事務局）
• 話題提供 ①鶴居村のおける農泊の取り組みについて（美しい村・鶴居村観光協会） ②海鳥を取りまく自然環境の保全と羽幌の地域振興
の両立に向けて（竹中康進委員）

• アンケート、ワークショップの結果を踏まえ、今後の取り組みおよびテーマについて・今後の進め方について議論
- 今後の進め方：行為目標である「観光」「産業連携」「ルール」の３つについて、今後取り組んでいきたいテーマならびに具体的な取り組み
案についてアンケート調査を行い、とりまとめる

- 次回は各テーマの具体的な取り組み及び進め方、ワーキンググループの結成について議論する

第5回地域づくり小委員会開催2018/7/2
• 委員長・副委員長代理の交代に関して
• アンケート結果の報告、今後の取り組み内容の決定 など

今日です



アンケートの前提（地域づくり小委員会の目標）

「自然再生を通じた地域づくりの推進」

‣ 地域産業と連携した湿原のワイズユースにより、釧路湿原を保全・再生することによ
って、将来にわたり地域産業が豊かになる取り組みを進める
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自然再生と
地域の産業・文化の
振興を両立

成果目標

湿原利用の
ルールづくり

地域住民や来訪者における
環境負荷軽減策等の

認知・定着

観光などの
地域振興による
湿原の賢明な利用

行為目標

地元産業との
連携の検討

湿原の利用に関する
ガイドライン・ルール

づくり

産業やくらしにおける環境や景観への配慮



アンケート調査について

目的
今後の進め方として、具体的な取組内容に関するアイデアを集め
る

質問項目
①観光への取り組み参加（自由記述）
②産業連携への取組参加（自由記述）
③ルール・ガイドラインづくりへの取組参加（自由記述）
④その他（自由記述）

調査期間
2018年3月26日〜2018年4月27日

調査対象
地域づくり小委員会委員
（個人28、団体25、オブザーバー5、関係行政機関9）

調査方法
Eメールにて調査票配布、Eメール・FAX・郵送にて回収

回収状況
発送数67票、回収数9票、有効票数9票（有効回収率13％）
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調査依頼票



アンケート調査票
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調査票1頁目 調査票2頁目



釧路川をカヌーで下るイベントなどを開催したい

釧路湿原の保全・再生と食をコラボさせたイベントを実施したい

釧路湿原国立公園周辺の施設トイレ・駐車場・道路などの整備

どさんこ牧場と連携して右岸堤防を活用したイベントを実施したい

湿原にもっと近づけるような場所づくりをしたい

冬の釧路湿原の活用の促進を行いたい

釧路市内などのホテルと連携した釧路湿原の
自然再生事業を紹介するツアーを実施したい

アンケート調査結果 ①
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観光への取組参加について

釧路川をカヌーを使用しお客さまを案内している現在の取組み

行いたい
取組み

カヌーツアー

ヒシ・クロミノウグイスカグラ・ウグイ・泥炭などの活用

ツアー

冬季活用

体験型スポット

泥炭のフワフワ感・やちまなこ・やちぼうずなどを体験できる場所の設置

設備整備

達古武キャンプ場を核とした地域資源の利用促進。
ガイド育成による体験型メニューの提供

森林再生現場での森林再生手伝いや自然観察、夢が丘遊歩道の散策、達古武
湖でのカヌーやヒシ刈り取り作業など

イベント

教育旅行のフィールドとして活用したい



条件や制約の多い国立公園だからこそ生み出せる新技術や新製品の開発

ヒシの実などを使ったスナック開発

未利用農地の有効活用

環境負荷が低いエネルギー導入などの技術開発の拠点に

釧路地域には漁業の活性化が大事

アンケート調査結果 ②
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産業連携への取組参加について

ビジネスを創出するための基本的な情報が不足課題

行いたい
取組み

新規技術・製品の
開発

基本情報の不足
どのような未利用地があり、どのようなビジネスが可能か、など

実証実験等の実施

水素エネルギーの導入や燃料電池船（観光船）の導入

観光業者間でも横の繋がりが弱く、
農業・漁業と観光の繋がりは全くない

異業者間の連携不足

異業種同士のマッチングの機会を

湿地やその周辺に生育する植物の栽培・商品化など

その他

しくみ作り 釧路地域の産業関係者へのヒアリング・意見交換

産業関係者を対象とした、自然・自然再生事業見学会の企画

一般市民を対象とした、釧路地域の産業・釧路湿原との
つながりを知ることの出来るような企画

湿原に良いことを行う産業の取組が得をするような仕組みづくり
認証制度の導入など



アンケート調査結果 ③
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ルール・ガイドラインづくりへの取組参加について

湿原内部の座標などを活用したウォーキングマップの作成

釣り人・自転車利用者・自然散策者に向けてのガイドライン作成

課題

行いたい
取組み

全体ルール

未完成の取り組み

民間の利用限度を明らかにしたルール・ガイドライン作りと
民間企業進出促進のための説明会・パンフ作成などの実施

個別ルール

キラコタン岬・宮島岬の利用ルールの構築

カヌーのルール・ガイドラインづくり

カヌーのガイドラインの安全に関する部分が未完成

認定レンジャー制度の導入

• 道のアウトドアガイド有資格者で10年以上の実務経験者に講師となってもらい、勉強会
を開催
• 注意、指導できる権限を持たせる
• 湿原周辺で活動する自然ガイド、カヌーガイド、ホーストレッキングが主な対象
• 環境省がやるべきだが多忙で出来ない部分を民間にボランティア委託するのも一つの
手段

認定ガイドの設定・利用者数の制限等で特別感を出し価値を高める

アメリカの国立公園の事例など、先進事例の勉強会

釧路湿原・釧路川は国が所管のため

勉強会

釧路川での釣りルールづくり



アンケート調査結果 ④
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その他

課題

提案

具体性がない
会議のための会議の開催という印象をぬぐえない。

抽象的な言葉のやりとりで時間を消費。具体的な取組みをする会議なのか？

釧路川流域の未利用農地の水質浄化機能について調査・研究中。
この研究の成果について小委員会等の場で報告可能

地元で釧路湿原の保全・再生を活用して
地域づくりを行う担い手（団体）の育成が大切

このアンケートの主旨・内容がどのように「将来にわたり地域産業が豊かに
なる取り組みを進めること」につながるのか道筋が理解できない

先進事例の調査研究、現状の分析等から釧路湿原の置かれた状況を客観的に
把握し、課題・可能性の抽出、中長期的な方針を立てることも大切

道筋がみえない

状況の客観把握

アンケートは現場のよりリアルな声を聞くツール。
ガイドやカヌー事業者などを対象としては

地元の
担い手づくりを

研究成果発表

アンケート
対象者の変更



アンケート調査結果まとめ① 回答で示された取り組み案
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新規技術・製品の開発 しくみ作り

イベント ツアー 体験型スポット 冬季活用 設備整備

観光

産業連携

ルール・ガイドラ
インづくり

食とのコラボ

どさんこ牧場と連携

カヌーイベント

教育旅行

市内ホテルと連携

泥炭等の利用

達古武キャンプ場の利用
（ガイド育成含む）

トイレ
駐車場
道路

自然エネルギー導入

ヒシの実の利用

未利用農地の利用

産業関係者へのヒアリング・意見交換会 産業創出のための基本情報の提供

産業関係者を対象とした事業見学会

一般市民対象の産業見学会産業認証制度の導入

全体ルール 個別ルール

民間の利用限度を明らかに 先進事例の勉強会

農業・漁業などの異業種とのマッチング会

勉強会

認定レンジャー制度の導入

釣り人・自転車利用者・自然散策者に向けた利用ガイドライン作成

キラコタン岬・宮島岬の利用ルール制定（認定ガイド設定）

釧路川の釣りルール制定

カヌーのルール・ガイドラインの作成



新規技術・製品の開発 しくみ作り

アンケート調査結果まとめ② 小委員会の性質等からの制約
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イベント ツアー 体験型スポット 冬季活用 設備整備

観光

産業連携

ルール・ガイドラ
インづくり

食とのコラボ

どさんこ牧場と連携

カヌーイベント

教育旅行

市内ホテルと連携

泥炭等の利用

達古武キャンプ場の利用
（ガイド育成含む）

トイレ
駐車場
道路

自然エネルギー導入

ヒシの実の利用

未利用農地の利用

産業関係者へのヒアリング・意見交換会 産業創出のための基本情報の提供

産業関係者を対象とした事業見学会

一般市民対象の産業見学会産業認証制度の導入

全体ルール 個別ルール

民間の利用限度を明らかに 先進事例の勉強会

農業・漁業などの異業種とのマッチング会

勉強会

認定レンジャー制度の導入

釣り人・自転車利用者・自然散策者に向けた利用ガイドライン作成

キラコタン岬・宮島岬の利用ルール制定（認定ガイド設定）

釧路川の釣りルール制定

カヌーのルール・ガイドラインの作成

ハード面の
整備はすぐには
難しい

行為の「制限」を
小委員会がどこまで

担えるか

産業・ビジネスの
主体にはなれない

＊ただし既存の産業との「連携」、
事業の「きっかけづくり」は

出来る

事務局による
整理



新規技術・製品の開発 しくみ作り

アンケート調査結果まとめ③ 取り組み案から見えてきたニーズの抽出
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イベント ツアー 体験型スポット 冬季活用 設備整備

観光

産業連携

ルール・ガイドラ
インづくり

食とのコラボ

どさんこ牧場と連携

カヌーイベント

教育旅行

市内ホテルと連携

泥炭等の利用

達古武キャンプ場の利用
（ガイド育成含む）

トイレ
駐車場
道路

自然エネルギー導入

ヒシの実の利用

未利用農地の利用

産業関係者へのヒアリング・意見交換会 産業創出のための基本情報の提供

産業関係者を対象とした事業見学会

一般市民対象の産業見学会産業認証制度の導入

全体ルール 個別ルール

民間の利用限度を明らかに 先進事例の勉強会

農業・漁業などの異業種とのマッチング会

勉強会

認定レンジャー制度の導入

釣り人・自転車利用者・自然散策者に向けた利用ガイドライン作成

キラコタン岬・宮島岬の利用ルール制定（認定ガイド設定）

釧路川の釣りルール制定

カヌーのルール・ガイドラインの作成

既存産業・事業者との
連携の不足

他の解決方法の
情報の不足

湿原の利用についての
情報提供の不足

既存産業・事業者との
連携の不足

湿原の利用についての
情報の不足

湿原の利用についての
情報の不足

事務局による
整理

そろそろ更新時期
＋

安全項目の作成が残っている

湿原の利用→ただの「利用」ではなく
ワイズユースに結びつくような「利用」



2 今後の取り組み内容について



小委員会は
ワイズユースを
「アシスト」する
役割という
位置づけ？

小委員会と

しての

制約

地域づくり小委員会の役割と今後の取り組みについて①
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「この小委員会ができた経緯としては、あくまでも自然再生協議会の中のものですから、湿原をただ利用して観光振興・産業振

興しよう、というのがメインではないですね。ラムサールでも唱われたワイズユースをどうすすめていくか、そのときに観光や産

業振興というのを通じて湿原の再生、持続的な発展にどうつなげていくのか、ということが一番重要であると思います。そこを

忘れて産業の振興にはしるのであればこの委員会の意味がない」

佐野委員長の発言（第2回地域づくり小委員会議事録より）

キーワードは

「ワイズユース」

「ワイズユース」と

「産業的利用」を

どうつなげるか

「自然再生を通じた地域づくりの推進」

‣ 地域産業と連携した湿原のワイズユースにより、釧路湿原を保全・再生することによって、将来にわたり地域産業が豊かに

なる取り組みを進める

地域づくり小委員会の目標

地域づくり小委員会の視点

抽出された

「課題」

既存産業・事業者との
連携の不足

他の解決方法の
情報の不足

産業・ビジネスの
主体にはなれない

ハード面の
整備は難しい

湿原の利用に
ついての
情報の不足

＊適切な「情報の
提供」が必要

＊ただし事業の
「きっかけづくり」は出

来る

「具体的な」
取り組み
プランは？



湿原を使って「何ができるか」を考える
→ボトムアップ型のワイズユースの指針として

釧路湿原のワイズユースのための「産業利用ガイドブック」（仮称）の作成

地域づくり小委員会の役割と今後の取り組みについて②
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事務局提案として・・・

「ワイズユース」と

「産業的利用」とを

つなぐ

事業の
「きっかけづくり」

をする

適切な「情報の提供」
を行う

ガイドブック項目＜例＞

湿原を使って
「何ができるか」を

考える

＜基本情報の提示＞

• 釧路湿原自然再生事業の紹介

• 国立公園の利用規制について（保護レベルに応じた段
階的な規制の整理）

• 既存のガイドライン・ルールの整理（釧路川カヌーガイ
ドラインの「安全項目」の作成も含む？）

• 既存のツアーや事業者の整理（湿原保全に向けた取
り組みがあれば積極的に紹介）

＜具体的なQ&A＞

• イベントやツアーを企画したい！どうしたらいい？・・・
利用ルールの周知＋既存施設や担当部署の紹介、手
続き方法の提示 など

• 駐車場やトイレはどうしたらいい？・・・仮設設置の検
討など代替案の提示＋担当部署の紹介、手続き方法
の提示 など

委員会で議論



産業活用ガイドブック項目参考例①
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保存活用計画の

全体像の提示

活用の具体的な

Q&A

南城市歴史文化基本構想保存活用計画



産業活用ガイドブック項目参考例②
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具体的な地域の産業と

考えられる行為を例示
して規制を提示

利用の具体的な

Q&A

＊「国立公園・世界遺産に関する説明会」
平成26年7月18日〜8月6日
国頭村 那覇自然環境事務所

やんばる地域国立公園・世界遺産に関する住民説明会資料＊



［例］産業利用ガイドブックの場合

第5回

今後の進め方のイメージ
20

取り組む内容の
決定

ワーキンググループ
作成の検討

取り組み実施に向けた
課題の洗い出しと

スケジュールの組み立て
取り組み開始

第5回

ガイドブックの
内容の討議

内容に合わせた
ワーキンググループ
作成の検討

取り組み開始

記載項目を大別し、WG（作
業班）をつくって
掘り下げていく

ガイドブックの完成イメ
ージ、必要な記載項目
などを大まかに検討す

る

叩き台の提示と
内容についての討議

[例]
・カヌーガイドラインG
・情報発信Ｇ
・農業・漁業G

WGあるいは事務局による
記載記事の作成

全体討議による
内容の精査

第6回以降

繰り返して完成に
近づけていく

参加希望者
事務局・アドバイザーな

どで構成

第6回以降


